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研究成果の概要 

 

暗室下で塑性変形を施した硫化亜鉛（ZnS）単結晶について，フォトルミネッセンス測定を実施した．

塑性変形に伴って，発光色が白から緑へと変化することが確認された．分光蛍光光度計を用いて塑性変

形に伴うフォトルミネッセンススペクトル変化を測定したところ，緑色の発光スペクトル強度が変形

量の増加に伴って顕著に増加することがみとめられた．変形後の結晶について，超高圧走査透過電子顕

微鏡を用いた内部組織観察を行ったところ，ショックレーの部分転位に拡張したすべり転位が導入さ

れ，なおかつ，変形量の増加とともに転位密度が増加していることが確認された．さらに，カソードル

ミネッセンス法により，塑性変形後の結晶において促進されていた緑色の発光がすべり転位に起因す

ることが示唆された．第一原理を用いた理論解析によると，硫化亜鉛結晶中の部分転位はキャリアをト

ラップする機能を有する．このような転位のキャリアトラップ機能は，塑性変形後の結晶において光励

起キャリアの再結合過程を変化させうる．その結果として，塑性変形後の結晶においてフォトルミネッ

センス特性が変化したと考えられる． 
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